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養父母になった国際養子たち 

:スカンジナビアの国際養子縁組におけるアイデンティティと親子関係 

 

出口顯   島根大学・法文学部／文化人類学 

要旨 スウェーデン、デンマーク、ノルウェーのスカンジナビア諸国では 1960 年代後

半から、国際養子縁組が行われており、今日では、出生児数や人口 10 万に対する国際養

子の割合からみると国際養子受け入れ国の上位一、二位を占めるほどである。当初戦災

孤児などを救うという人道主義的立場からスタートした国際養子縁組は、現在不妊治療

の代替策として定着している。国際養子の多くは、アジア・アフリカ・ラテンアメリ出

身であり、そのため養父母や近隣の人々と「人種」が異なることは一目瞭然である。彼

らは自らのアイデンティティについてどのように考えているのか。また養子縁組がスタ

ートしてから 40 年以上経過している現在、成人した養子の中には、不妊などのため自ら

が国際養子の養親になる者たちも出てきている。彼らは親子関係をどのように考えてい

るか。報告ではスライドを踏まえて、血は水よりも濃くないけれど、血を全く無視でき

るわけではない国際養子縁組について述べていく。 
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